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１．震災対応時のお願い
◆全員の協力が不可欠です
いつ発生するか分からない地震に備えて、事前に役割を決めていても、その役割を担う人が不在の場合もあります。地震発生時には一人一人が助け合うという意識を持って、在宅している居住者全員で協力して災害に対応しましょう。

１－１．震災に向けた事前準備
◆住戸内の安全対策
身の安全を確保するため、家具や食器棚、照明器具等をＬ字金具や支え棒などで固定するなど、各自で日頃から安全対策を講じてください。
◆飲料水と食糧の備蓄
飲料水と食糧は７日分（最低３日分）の備蓄が必要です。管理組合で一定数を確保しますが、原則として、各住戸で、家族構成等に応じた物資・数量の備蓄をお願いします。
　※資料編　資料２【ご家庭での備蓄例・非常用持ち出し品チェックリスト】等も参考にしてください。
１－２．震災直後の対応のお願い
◆火元の確認
揺れが収まったら、台所や暖房器具などの火元を確認してください。また、電力復旧後の火災を防止するため、ブレーカーを落とす、コンセントを抜くなどの防火対策を行ってください。
◆安否確認シート等による意思表示
情報班が安否確認しやすいように、①負傷者がいないことや、②救助救護が必要であるという意思表示を、それぞれ色を変えた安否確認ステッカー（様式３）を作成し、玄関ドアの外側に貼り、意思表示をしましょう。
◆部屋に閉じ込められた時の対応
玄関ドアが開かないときは、救助が必要なことを紙などに書いて、玄関ドアのすきまから出す、本マニュアルに示す対策本部へ連絡する、バルコニーから目立つ色の布を掲示したり、大声やホイッスルを鳴らして助けを求めるなどの方法があります。
◆近隣への声がけ
避難するときは、隣近所に声がけして、お互いに安否を確認し合いましょう。「災害時要援護者(※)」がいる場合は、迅速な救助につながります。
※高齢者、障害者、乳幼児を持つ親、妊産婦、外国人など、介助なしで行動や情報収集が難しい方々です。
　なお、マンションの場合は、一般的に「在宅避難」が基本（安全）とされています。建物に大きな損傷がなく、避難の必要がなければご自宅での避難が基本となります。

◆エレベーターの使用禁止
避難するときは、エレベーターを使用しないでください。また、地震時にエレベーターに乗っていた場合は、すべての階のボタンを押し、ドアが開いたら速やかに出てください。
◆建物の安全確認
建物・設備の被害や危険箇所を発見した場合は対策本部に報告してください。情報が多いほど建物の安全性が判断しやすくなります。
◆長期間自宅を留守にする場合の連絡
指定避難所や親戚宅など、マンションから長期間避難するときは、対策本部または情報班に避難先、避難予定期間および連絡方法を報告してください。

◆避難経路と避難場所が確認できる図面等　
※参考レイアウトを次ページに掲載しています
	


避難経路と避難場所が確認できる図面等 作成例
[image: ]


[bookmark: _GoBack]◆マンション内避難ができない場合の避難所について

地域の指定避難所は●●●小学校です。
マンション内で避難ができない場合は、指定避難所へ避難してください。
※豊中市発行の総合ハザードマップや豊中市ホームページ等を参考に設定しましょう
	


※指定避難所への連絡担当は●●●班の●●●です。

◆周辺自治会等の連絡先
指定避難所の運営委員長は、●●●（自治会・自主防災組織等）の●●●会長です。
（連絡先：　　　　-　　　　　　　　-　　　　　　　　）
※災害発生時に周辺自治会や校区福祉委員会と連携できるように連絡先を把握しておきましょう。

２．対策本部体制
	分担
	氏名
	部屋
番号
	緊急の場合の連絡先

	本部長
	
	
	

	副本部長
	
	
	

	情報班
	班長
	
	
	

	
	班員
	
	
	

	
	班員
	
	
	

	救護班
	班長
	
	
	

	
	班員
	
	
	

	
	班員
	
	
	

	物資班
	班長
	
	
	

	
	班員
	
	
	

	
	班員
	
	
	

	班
	班長
	
	
	

	
	班員
	
	
	


※対策本部を設置するのは、豊中市で、大雨・洪水・高潮注意報、●●川の氾濫警戒情報が発表されたとき及び震度●●以上の地震が起きた時等とします。
※対策本部は避難場所に設置します。


３．防災活動備品・備蓄物資リスト
	№
	名称
	数量
	保管場所

	1
	居住者名簿
	○冊
	管理員室、理事長宅

	2
	災害時要援護者名簿
	○冊
	管理員室、理事長宅

	3
	建物図面・設備図面
	○式
	管理員室

	4
	自動車用ジャッキ（揚量2ｔ）
	○基
	防災倉庫

	5
	のこぎり（片刃折畳み式）
	○本
	防災倉庫

	6
	大ハンマー
	○本
	防災倉庫

	7
	バール（長さ1.2ｍ）
	○本
	防災倉庫

	8
	角型スコップ
	○本
	防災倉庫

	9
	剣型スコップ
	○本
	防災倉庫

	10
	投光機
	○基
	防災倉庫

	11
	発電機（カセットボンベ式）
	○基
	防災倉庫

	12
	カラーコーン
	○個
	防災倉庫

	13
	ロープ（太さ12mm）
	○巻
	防災倉庫

	14
	懐中電灯
	○本
	防災倉庫

	15
	ヘルメット
	○個
	防災倉庫

	16
	粘着テープ
	○個
	防災倉庫

	17
	腕章
	○個
	防災倉庫

	18
	サイレン付ハンドマイク（出力15Ｗ）
	○基
	防災倉庫

	19
	携帯用ラジオ（ライト付）
	○基
	防災倉庫

	20
	乾電池（単１～４）
	各○本
	防災倉庫

	21
	ホワイトボード
	○台
	管理員室

	22
	担架
	○組
	防災倉庫

	23
	救急セット
	○式
	防災倉庫

	24
	ブルーシート
	○枚
	防災倉庫

	25
	消火用バケツ
	○個
	防災倉庫

	26
	カセットコンロ
	○台
	防災倉庫

	27
	炊き出し鍋
	○台
	防災倉庫

	28
	給水タンク（10ℓ容量）
	○個
	防災倉庫

	29
	割り箸、プラカップ
	○組
	防災倉庫

	30
	災害用簡易トイレ（便袋）
	○枚
	防災倉庫

	31
	乾パン
	○缶
	防災倉庫

	32
	アルファ米
	○食
	防災倉庫

	33
	飲料水（2ℓ×6本入）
	○箱
	防災倉庫


※上記のリストには参考として防災活動備品・備蓄物資の名称等を記載していますので、実際備蓄する備品・物資等に書き換えてください。

４－１．震災時の防災行動計画
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	地震発生直後 ～ １日目

	
	各住戸の活動
・自身と家族の安全確保、火元の確認、出口の確保、安否確認ステッカーの貼付け
・隣近所など相互の安否確認、指定した避難場所（○○○○）に集合
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	対策本部の設置・活動
・管理組合の役員などが中心となり、集合した住民で対策本部の立上げ
・被災状況の相互確認、対応方針（避難など）の確認
・班長や代理の指名、班の編成、情報の集約、全体活動の指揮
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	情報班の活動
・安否確認、安否情報の伝達
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	救護班の活動
・初期消火と安全確保、エレベーターの閉じ込め確認、室内に閉じ込められた居住者の救出、要支援者の救護･救援
・指定避難所運営への参加
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	物資班の活動
・防災資機材･備蓄物資･活動備品の準備
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２日目 ～ ３日目

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	本部長/副本部長の活動
・対策本部の体制の確認及び修正
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	情報班の活動
・安否確認の継続、正確な情報の収集、情報の提供
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	救護班の活動
・防火活動、防犯活動、救助活動、救護活動、指定避難所との連絡
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	物資班の活動
・備蓄物資の配給･管理、支援物資の調達、炊き出し
・臨時ゴミ集積所の確保･周知・管理 ※必要に応じて設置
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４日目～

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	【本部長/副本部長】　各班の活動体制把握、縮小・廃止
【情報班】　情報の収集･提供の継続
【救護班】　要支援者のケア、出入口の管理、建物･設備の安全管理、防犯活動
【物資班】　炊き出し等の継続、臨時ゴミ集積所の管理
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



４－２．震災時の自主防災活動
【地震発生直後～1日目】
 本部長/副本部長 
◆対策本部の立ち上げ
□大規模な地震（概ね震度○以上）が発生したら、マンションの敷地内で指定した避難場所（○階○○○○）に集合し、各班長と一緒に対策本部を立ち上げる。
□対策本部を立ち上げた旨を、館内放送と掲示板等で居住者にお知らせする。
□前もって作成した「居住者名簿」、「災害時要援護者名簿」等を配備し、併せて、各班への活動指示を行う。
◆班長代理の指名と班体制の再編成
□班長が不在の場合は代理の班長を指名する。
□各班の集合人数に偏りがある場合は、人数が不足している班への配置換えを行い、
配置替えをしたその都度「対策本部体制名簿」を更新する。
◆情報の集約と全体活動の指揮
□建物や設備の被害情報や各班の活動状況の報告を受け、安全措置や初期消火、救護活動の支援などを救護班に指示する。
□必要に応じて、防災機関などへの救助・応援要請や被害報告を行う。【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 情報班 
◆安否確認
□２人１組で安否確認を行い、その結果を「安否情報シート（様式１）」に記入する。
□ドアが壊れて開かない等の場合は、救護班に連絡し、救助・救護活動を依頼する。
□「安否確認ステッカー（様式３）」が貼られておらず、安否が確認できなかった住戸には、「安否不明ステッカー（様式４）」を貼り、帰宅した際の連絡を求めるとともに、継続して訪問し、安否の確認を行う。
◆安否情報の伝達　
□安否情報等を「対策本部 安否情報とりまとめシート（様式２）」にまとめ、本部長/副本部長に報告するとともに、必要な情報を居住者に伝達する。

【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 救護班 
◆初期消火と安全確保
□マンション内で火災が発生した場合は初期消火を行う。
□地震による建物や附帯設備の被害状況を確認する。受水槽や高架水槽が破損している場合は、ポンプ再稼動による漏水を防ぐため、ポンプの電源を切っておく。
□危険な箇所は立入禁止等の措置を行い、「使用・立入禁止シート（様式５）」により危険を明示する。
□余震によって新たな危険箇所が生じた場合は、本部長/副本部長に報告する。
※外壁のひび割れや崩落、ガラスの飛散、受水槽からの漏水、舗装路の段差など
◆エレベーターの閉じ込め確認
□各階のエレベーター扉を確認し、閉じ込めがなければ一時使用禁止の措置をとる。
□閉じ込められた人がいたら、エレベーター会社の○○（TEL：000-0000）に連絡するとともに、消防（119）に連絡して救出を求める。
◆室内に閉じ込められた居住者の救助
□防災資機材（バール、ハンマー等）を活用し、玄関ドア等を開けて救助する。
□状況によっては、窓や隣戸のバルコニーから進入する方法等も検討する。
◆要支援者の救護・救援
□災害時要援護者や負傷者を避難誘導し、救護スペースで救護する。
　　救護スペースにおいては、仕切りによりプライバシーを確保すること等に配慮する。
◆指定避難所運営への参加
□必要な情報確認とあわせて、地域の指定避難所の運営に積極的に参加・協力する。
□住戸内に留まることが困難な居住者がいる場合は指定避難所へ誘導する。【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○


 物資班 
◆防災資機材・備蓄物資・活動備品の準備
□防災資機材等の準備、水道が停止した場合は給水所（給水設備）の確認・管理、　排水管の破損が確認された場合は、災害用簡易トイレの配布等を行う。

【地震発生から２日目～３日目】【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 本部長/副本部長 
◆対策本部の体制の確認・修正
□災害の規模や実情を検討し、本部長/副本部長を含めた各班の体制と活動内容の確認・指示を行う。
□体制に応じ、「対策本部体制名簿」を修正する。
□各班から提出された「対策本部 安否情報とりまとめシート（様式２）」等の修正と
整理を行う。
【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 情報班 
◆安否確認の継続
□初日に安否確認できなかった住戸の再調査を行い、居住者全員の安否・避難状況を確認する。
□既に安否確認ができた住戸の修正も含めて「安否情報シート（様式１）」を更新し、本部長/副本部長に報告する。
◆正確な情報の収集
□携帯ラジオ・指定避難所の掲示板等で正確な情報収集を行い、本部長/副本部長に報告する。
◆情報の提供
□収集した情報を分類し、居住者にわかりやすく提供する。
○被害情報：地震の規模・震源地、建物内外の被害程度
　　　○生活情報：水や食料の入手方法、ライフラインの復旧予定時期、トイレの使用、
受水槽からの給水方法、駐車場の使用等

※エレベーターが停止している間は、その旨を災害時要援護者に直接お知らせする。

【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 救護班 
◆防火・防犯活動
□マンション内を見回り、結果を本部長/副本部長に報告する。
◆救助・救護活動
□救護スペースでの負傷者・災害時要援護者等の救護活動と、見回り訪問を行う。
□転倒家具等で困っている居住者の、家具引き起こし等を手伝う。
　◆指定避難所との連絡
□避難所運営の担当者を通じ、地域の避難所との連絡交換を行う。【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○


 物資班 
◆備蓄物資の配給・管理
□飲料水や非常食等の備蓄物資を配給し、「備蓄物資配布リスト（様式６）」に記入し、本部長/副本部長に報告する。
◆支援物資の調達
□避難所運営の担当者を通じ、指定避難所に配給される支援物資を調達し、指定避難所に行けない災害時要援護者等に配給する。
　◆炊き出し
□必要に応じて、各家庭に食材の持ち寄りを呼びかけ、炊き出しを行う。
◆臨時ゴミ集積所の確保と管理
□災害時のゴミは、できるだけ各住戸で保管する。
□臨時ゴミ集積所の確保・管理を行うとともに、ゴミの排出ルールを徹底し、適切に管理する。【用意するもの】
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○



【地震発生から４日目以降】
 本部長/副本部長 
◆各班の活動体制把握、縮小・廃止
□ライフラインの復旧や余震の状況、居住者の避難状況を把握し、必要に応じて各班の活動体制を縮小・廃止するよう、指示を行う。
○情報班：全居住者の状況把握が完了し、対応が不要となった段階
○救護班：救護活動の完了後、救護スペースが不要となった段階
○物資班：エレベーターの稼動等により、個人で物資確保が可能となった段階
□平常時の体制で対応可能な場合は、災害時の自主防災体制を解除する。
□建物の被害がある場合は、り災証明の取得手続を理事会に促す。

 情報班 
◆情報の収集・提供の継続
□情報の収集・管理と居住者・各班への情報提供を継続する。

 救護班 
◆要支援者のケア
□要支援者のケアを継続する。

◆出入口の管理、建物・設備の安全管理、防犯活動
□建物・設備の安全管理、防犯活動を継続する。
□危険防止策や復旧対策を確認する。
　
 物資班 
◆炊き出し等の継続
□炊き出しや備蓄物資等の分配を継続する。
◆臨時ゴミ集積所の管理
□臨時ゴミ集積場所の管理を継続する。

　※各班で状況により、人手が不足したりする場合などには、他の班の人員も加勢するなど、協力して対応しましょう。

４－３．風水害発生時の防災行動計画
ハザードマップ等により、風水害を受ける可能性のあるマンションでは地震時とは別に行動計画を作成しましょう。
※土砂災害警戒区域及び家屋倒壊等氾濫想定区域内の場合は、在宅避難せず区域外へ避難
	
	警戒レベル
	行動

	
	１
	早期注意情報
	・活動方針の確認
・風水害対策資器材の点検・使用方法の確認

	風水害発生予報時～１日目

	２
	大雨・洪水・高潮
・氾濫注意報
	・対策本部の立ち上げ
・水害への備えの呼びかけ
（●～●）階の居住者に避難の可能性や避難のタイミングを呼びかけ）（2階以上の居住者は在宅避難）
・二次災害の防止
・備蓄物資の移動

	
	３
	高齢者等避難
大雨・洪水警報・
氾濫警戒情報
	・浸水対策
・（●～●）階の居住者のうち要援護者へ避難の呼びかけ

	
	４
	避難指示
土砂災害警戒情報
・氾濫危険情報
	・（●～●）階の全居住者へ避難の呼びかけ

	２日目 ～ ３日目

	５
	緊急安全確保
大雨特別警報・
氾濫発生情報
	・（●～●）階の全居住者へ避難の呼びかけ

	
	【本部長/副本部長】
・対策本部の体制の確認及び修正
【情報班】
・居住者の安否確認及び集約
・周辺状況やインフラ状況の情報収集及び情報の提供
【救護班】
・安全確保、要支援者の救護
【物資班】
・備蓄物資の配給・管理、垂直避難スペースの開設・運営・管理

	４日目～

	【本部長/副本部長】
・各班の活動体制把握、縮小・廃止
【情報班】
・安否確認及び集約の継続、情報収集及び情報の提供
【救護班】
・防災活動、指定避難所との連絡
【物資班】
・仮設トイレの設置


４－４．風水害発生時の自主防災活動
【風水害発生予報時～１日目】
	警戒レベル
	行動

	１
	早期注意情報
	・活動方針の確認
□対策本部を設置してからの動きを事前に確認する。
・風水害対策資器材の点検・使用方法の確認
□風水害対策資機材に不足がないか防災活動備品・備蓄物資　リストを参考にしながら点検し、その使用方法を確認する。

	２
	大雨・洪水・高潮
・氾濫注意報
	・対策本部の立ち上げ
□マンション内の敷地内で指定した避難場所（●階●●●）に
集合し、各班長と一緒に対策本部を立ち上げる。
□対策本部を立ち上げた旨を、館内放送と掲示板等で居住者にお知らせする。
□前もって作成した「居住者名簿」、「災害時要援護者名簿」等を配備し、併せて、各班への活動指示を行う。
・水害への備えの呼びかけ
□（●～●）階の居住者に避難の可能性や避難のタイミングを呼びかけ）（■階以上の居住者は在宅避難）
・二次災害の防止（浸水）
□バルコニーにて排水溝から水が逆流することを想定し、あらかじめ荷物を移動させる、地下駐車場に水が入らないように土嚢を積む、止水板を設置するなどの浸水対策をする。
・備蓄物資の移動
□備蓄品を水に浸からない場所に移動する。

	３
	高齢者等避難
大雨・洪水警報・
氾濫警戒情報
	・浸水対策
□警戒レベル２に引き続き、浸水対策を継続する。
・（●～●）階の居住者のうち要援護者へ避難の呼びかけ
□在宅避難が困難であると想定される場合、指定避難所や垂直避難を行う。要援護者については避難に時間を要するため、このタイミングで避難を開始する。

	４
	避難指示
土砂災害警戒情報
・氾濫危険情報
	・（●～●）階の全居住者へ避難の呼びかけ
□在宅避難が困難であると想定される場合、指定避難所や垂直避難を行う。災害が発生する前に早急に避難行動を取る。

	５
	緊急安全確保
大雨特別警報・
氾濫発生情報
	・（●～●）階の全居住者へ避難の呼びかけ
※すでに災害が発生している、または 災害が発生する直前であるため、可能な限り命を守る行動を取りましょう。


　◆警戒レベルに応じた防災行動を取り、被災のリスクを減らしましょう。
　※風水害発生前からインターネットやテレビ等で気象情報を常時確認するようにして、
警戒レベルに応じた避難行動等が取れるようにしておきましょう。
【風水害発生から２日目～３日目】
 本部長/副本部長 
◆対策本部の体制の確認及び修正
□災害の規模や実情を検討し、本部長/副本部長を含めた各班の体制と活動内容の確認・指示を行う。
□体制に応じ、「対策本部体制名簿」を修正する。
□各班から提出された「対策本部 安否情報とりまとめシート（様式２）」等の修正と
整理を行う。
【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 情報班 
◆居住者の安否確認及び集約
□２人１組で安否確認を行い、その結果を「安否情報シート（様式１）」に記入する。
□浸水の影響でドアが開かない場合は、救護班に連絡し、救助・救護活動を依頼す
る。
□「安否確認ステッカー（様式３）」が貼られておらず、安否が確認できなかった住戸には、「安否不明ステッカー（様式４）」を貼り、帰宅した際の連絡を求めるとともに、継続して訪問し、安否の確認を行う。
◆周辺状況やインフラ状況の情報収集及び情報の提供
□テレビ・インターネット・携帯ラジオ等で周辺の被害状況やインフラ状況の情報収集を行い、本部長/副本部長に報告する。
□収集した情報を分類し、居住者にわかりやすく提供する。
○被害情報：浸水・河川氾濫等の規模、台風・雨の継続期間、建物内外の被害程度
　　　○生活情報：水や食料の入手方法、ライフラインの復旧予定時期、トイレの使用、
受水槽からの給水、エレベーターの状態

※エレベーターが停止している間は、その旨を災害時要援護者に直接お知らせする。
【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○





 救護班 
◆安全確保
□マンション内を見回り、浸水しているかなど危険箇所を探すとともに、安全な移動ルートを確保する。
◆要支援者の救護
□救護スペースでの災害時要援護者・負傷者の救護活動と、見回り訪問を行う。
　【用意するもの】※必要な書類、筆記用具などをこちらにまとめておきましょう。
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○


 物資班 
◆備蓄物資の配給・管理
□飲料水や非常食等の備蓄物資を配給し、「備蓄物資配布リスト（様式６）」に記入し、本部長/副本部長に報告する。
　◆垂直避難スペースの開設・運営・管理
□マンションの上層に垂直避難できるスペースを開設し、避難者の受付や適正に避難スペースを使っていただけるように、運営・管理を行う。


【風水害発生から４日目以降】【用意するもの】
○○○○○、○○○○○、○○○○○、○○○○○

 本部長/副本部長 
◆各班の活動体制把握、縮小・廃止
□ライフラインの復旧の状況、居住者の避難状況を把握し、必要に応じて各班の活動体制を縮小・廃止するよう、指示を行う。
○情報班：全居住者の状況把握が完了し、対応が不要となった段階
○救護班：救護活動の完了後、救護スペースが不要となった段階
○物資班：エレベーターの稼動等により、個人で物資確保が可能となった段階
□平常時の体制で対応可能な場合は、災害時の自主防災体制を解除する。
□浸水害等により建物の被害がある場合は、り災証明の取得手続を理事会に促す。

 情報班 
◆安否確認及び集約の継続、情報収集及び情報の提供
　□安否確認できていない居住者がいる場合は、その確認及び集約を継続する。
□情報の収集・管理と居住者・各班への情報提供を継続する。
　　
救護班
◆防災活動の継続
□風水害の状況が落ち着くまで、防災活動を継続する。

　◆指定避難所との連絡
□避難所運営の担当者を通じ、地域の避難所との連絡交換を行う。

物資班
◆仮設トイレの設置
□断水等により自室のトイレが使えない場合は、仮設トイレを設置する。
※マンションの敷地外の私道に設置する場合は、警察署へ届出が必要となります。

　※各班で状況により、人手が不足したりする場合などには、他の班の人員も加勢する
など、協力して対応しましょう。

４－５．災害時の設備操作・関係箇所連絡先
【災害発生時の各種設備操作】
◆給水設備（受水槽、揚水ポンプ、高架水槽　等）
　・断水に備えて、飲料水を備蓄してください。１人１日３リットルが目安です。
　・当マンションの水道は●●●式給水です。災害時は以下の方法で給水できます。

[image: MC900432586[1]]　①　○○○○・・・・・・・・○○○○。



（操作部分が分かる設備写真など）

設備業者等から
聞取りした操作
方法を記入

　②　○○○○・・・・・・・・○○○○。

　③　○○○○・・・・・・・・○○○○。

　④　○○○○・・・・・・・・○○○○。





◆発電機
・通電火災（停電から電気が復旧することによって発生する火災）を防ぐため、長期
不在にする際はブレーカーを切ってください。
　・当マンションでは非常用発電機を●●●に備蓄しています。使用方法は以下のとおり
です。
[image: MC900432586[1]]　①　○○○○・・・・・・・・○○○○。



（操作部分が分かる設備写真など）


　②　○○○○・・・・・・・・○○○○。設備業者等から
聞取りした操作
方法を記入


　③　○○○○・・・・・・・・○○○○。

　④　○○○○・・・・・・・・○○○○。









◆ガス
・ガス停止時の代替として、カセットコンロがあると安心です。
　・火災などの二次災害を防ぐため、ガス機器のスイッチを止めて、ガス栓を閉めてくだ
さい。
　・震度５相当以上の地震の場合は、ガスメーター（マイコンメーター）が自動的にガス
を遮断します。復旧方法は以下のとおりです。
[image: MC900432586[1]]　①　○○○○・・・・・・・・○○○○。



（操作部分が分かる設備写真など）


　②　○○○○・・・・・・・・○○○○。設備業者等から
聞取りした操作
方法を記入


　③　○○○○・・・・・・・・○○○○。

　④　○○○○・・・・・・・・○○○○。







◆消防設備（自動火災報知器、屋内消火栓、消火器　等）

[image: MC900432586[1]]　①　○○○○・・・・・・・・○○○○。



（操作部分が分かる設備写真など）


　②　○○○○・・・・・・・・○○○○。設備業者等から
聞取りした操作
方法を記入


　③　○○○○・・・・・・・・○○○○。

　④　○○○○・・・・・・・・○○○○。




【関係箇所連絡先一覧】※必要な連絡先をまとめておきましょう
➀管理会社
	●●管理株式会社
	（住　　所）
（電話番号）
（管 理 者）
（メ ー ル）

	管理事務所
	（住　　所）
（電話番号）
（氏　　名）
（メ ー ル）



②緊急連絡先・設備業者等
	■警察
　豊中・豊中南 警察署
	（住　　所）
（電話番号）

	■消防
　●●消防署
	（住　　所）
（電話番号）

	■電気
　●●電力　●●営業所
	（住　　所）
（電話番号）

	■ガス
	（住　　所）
（電話番号）

	■水道関係
	（住　　所）
（電話番号）

	■エレベーター
	（住　　所）
（電話番号）

	■自治会
	（住　　所）
（電話番号）

	■校区福祉委員会
	（住　　所）
（電話番号）




５．様式集
様式１　安否情報シート

	（　　　　）棟　（　　  　　）階

	部屋
番号
	居住者
代表者氏名
（災害時要援護者氏名）
	安否の状況
	確認日時
	確認者

	101
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	102
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	103
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	104
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	105
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	106
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	201
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	202
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	203
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	204
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	205
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	

	206
	
（　　　　　　　　　）
	
	
	




様式２　対策本部 安否情報取りまとめシート
※「安否情報シート」の記載内容を基に作成。
記載方法：無事確認→『○』、未確認→『－』、要援護→内容記載
	部屋
番号
	１　階
	２　階
	３　階
	４　階
	５　階
	６　階
	７　階
	８　階

	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	
	
	


 

様式３　安否確認ステッカー
〈参考レイアウト〉
○家族等の安全を確認し、安否確認が不要な場合
私たちは家族全員無事なので、
安否確認不要 です！












○救助・救護等が必要な場合
救助・救護等が必要
なため、応援をお願いします！
　　　　　　　　　　　　　　　　　





















◎参考情報
◆防災・福祉ささえあいづくり推進事業における安否確認について
豊中市では、本事業において、避難行動要支援者（災害時に自力避難が困難で、避難行動を取ることに支援が必要とされる方）の安否確認を校区福祉委員、民生・児童委員などの地域団体のご協力のもとで行っています。
本事業でも、安否確認不要であることの意思表示として、下図➀の「無事ですシート」を活用していますので、上記のステッカーと同様に　このシートで居住者の安否確認ができます。
災害時には、民生児童委員などの地域団体と情報交換を行うことでスムーズな安否確認を行うことができますので、日ごろから顔の見える関係を構築する事が必要です。

◆豊中市社会福祉協議会もマンション防災に取り組んでいます！
　豊中市の住宅は、60％以上がマンションの共同住宅となっており、マンション特有の課題が顕在化し、居住者自らが声をあげ、課題解決に向けて動いています。
　課題解決に向けては、豊中市社会福祉協議会がサポートをおこなっており、お住まいのマンションでの「支え合えるつながりづくり」をめざし活動を行っています。
　下図②の「災害時無事ですマグネットシート」はそのような取組みの中で考えられたものです。豊中市社会福祉協議会では、マンションサミットにご賛同いただいた共同住宅については、世帯数分を無料配布していますので、お気軽にご相談ください。

※いずれの無事ですシートも非常に見た目が似ていますが、それぞれ発行元の名称が異なります。
➀　防災・福祉ささえあいづくり推進事業　　　　　② 豊中市社会福祉協議会














様式４　安否不明ステッカー

	
（　　　　　　）号室　居住者様

自主防災組織（対策本部）からのお願い


居住者の安否を確認しています。

帰宅されましたら、

対策本部長　○○（○○○号室）

までご連絡ください。






様式５　使用・立入禁止シート

使用禁止
立入禁止







































様式６　備蓄物資配布リスト

	住戸
番号
	世帯
数
	乾パン
	アルファ米
	飲料水
	災害用簡易トイレ

	
	
	配布日
	配布数
	配布日
	配布数
	配布日
	配布数
	配布日
	配布数

	101
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	102
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	103
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	104
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	105
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	106
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	107
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	108
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	109
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	110
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	201
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	202
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	203
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	204
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	205
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	207
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	・
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	406
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	407
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	408
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	409
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	410
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	501
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	502
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	503
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	504
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	505
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	506
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	507
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	508
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	509
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	510
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	

	合計
	
	/
	
	/
	
	/
	
	/
	




６．資料集
資料１ ご家庭での備蓄例・非常用持ち出し品チェックリスト
　こちらに掲載している【ご家庭での飲料・食料の備蓄例】や【非常用持ち出し品チェックリスト】を参考に、日頃から備蓄に努め、非常時には必要なものを持ち出すことができるように準備しておきましょう。

　【ご家庭での飲料・食料の備蓄例】
　　ご家族の人数にあわせて、備蓄する量は調整しましょう。
[image: ]
出典：農林水産省「災害時に備えた食品ストックガイド」



【非常用持ち出し品チェックリスト】
非常用持ち出し品は、避難時に楽に運べるようにし、かつ手が塞がらないようリュックに入れて準備しておきましょう。
荷物の重量は、男性は１５kg、女性は１０kgが目安となります。

	□貴重品
	現金、印鑑、保険証等

	□衣類
（季節に合わせて）
	下着類、靴下、手袋・軍手、帽子、セーター・レインウェア、
ひざかけ等

	□洗面用品
	石けん、歯磨き用品、タオル等

	□赤ちゃん用品
	粉ミルク、ほ乳びん、おむつ類、ベビーパウダー、おもちゃ等

	
□水・食料品
	飲料水、各種食品（缶詰・カップ類などの保存食）　
こどものおやつ等

	

□小物道具類
	懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、カセットコンロ・
固形燃料、敷物、新聞紙、箸・フォーク、栓抜き・缶切り
大小ビニール袋、ひも・粘着テープ、使い捨てカイロ、
生理用品、ハンカチ、ティッシュ・ウエットティッシュ、
おむつ、筆記用具等

	□医薬品
	常備薬、消毒液、包帯、マスク、体温計、お薬手帳等



資料２ お家の中で被災しないために！！
地震が発生した時に、自宅で被災しないように対策をしておきましょう。
阪神・淡路大震災では、死者の約８０％が窒息・圧迫により亡くなられています。
家具の倒壊等により、部屋に閉じ込められないように配置を工夫したり、倒れてこないように固定するなどの対策で大事な命を守ることができます。

【家具等の配置について】
家具等の配置については、概ね次の点に注意して配置しましょう。
・ベッドの上に家具が倒れないように配置する。
・タンスや本棚等は下部に重たいものを入れて、重心が下に来るようにする。
・高い所に荷物を置かないようにする。
・家具等が移動してもドアを塞がない場所に配置する。
[image: ]
出典：東京消防庁「家具類の転倒・落下・移動防止対策」、東京消防庁ホームページ




【家具等の固定について】
　下記の例を参考にして、家具等の転倒・落下を防止できるよう固定・補強しておきましょう。
[image: ]
[image: ]出典：大阪府ホームページ
1
31　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
image1.emf

image2.png




image3.jpeg
Ch TE

Awmsonut*u
TOY— N EZHE R7 ORERIC
BioTLREL,

% f3: BemHsdLER

fitits AT HIBBBOAE £06-6848-1279





image4.jpeg
Ch TE

Awmsonut*u
TOY— N EZHE R7 ORERIC
BioTLREL,

% f3: BemHsdLER

fitits AT HIBBBOAE £06-6848-1279





image5.jpeg
AmEoBne s
Zoy— XM RT OREHE(
TEo TR,

5 BhhaRing





image6.jpeg
AmEoBne s
Zoy— XM RT OREHE(
TEo TR,

5 BhhaRing





image6.emf

image7.emf

image8.emf

image9.emf

